
 令和７年度 女性学級 学習の足跡 

第 テーマ 講  師 開  催  日  時 
参加者数/会員数 

（出席率） 

１０回 
佐波川流域の石風呂・  

ふるさとを掘る 
市文化振興課 文化財室 室長 羽鳥幸一 

小野郷土史会 会長 上野忠雄 
令和８年 ２月１２日（木）9:3０  ～  11:4０ 

１８名／３５名 

（５１.4％） 
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満足度の状況  

満足度    凡 例      回答数   割合  

５ 大いに満足した 1 名 7.7% 

  1 名 7.7% 

４ 満足した 5 名 38.5% 

  6 名 46.1% 

３ どちらとも言えない 0 名  

  ０名  

２ 少し不満 0 名  

  ０名  

１ 全く不満 ０名  

 13 100％ 
 

参加者からの意見・感想(一部) 

 

 

全体満足度 

（3.5 以上） 

100% 

 前半は、小野郷土史研究会 上野会長さんに「佐波川流域の

石風呂」について、ご講義をお願いしました。 

徳地・小野地域では、1186 年(文治２年)頃、重源上人の東

大寺再建にかかる杣事業にかかわり、石風呂が作られ始めたと

いわれています。仏教関係の説も有力で、実際、多くの人を癒

し、元気づけたと思われます。石風呂の類型や、建築・運用方

法、現状など、石風呂を通じて、徳地・小野地域の歴史的側面

を深く学ぶことができました。 

続いて「聞いて得するふるさと講座」より、市文化振興課の

羽鳥さんにご講義をお願いしました。   

久兼地区の竪穴式住居が発見され、壺などの生活用品などが

コンテナ 500 箱分見つかったことや、川の流域や山地の峰沿

いに集落があり、烽火によって連絡をとりあっていたこと、九

州、防府、出雲への陸路ルートと防府から近畿地方までの海を

使った海路ルートもあったこと、松尾山十二院坊跡の建物礎石

の画像など、多くの学びが得られました。 

事後、石風呂や遺構に関し、学級生同士で話し合われ、まだ

まだ学びたいという声が聞かれ、有意義な講座となりました。 

凡例 
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・ 小野の文化や歴史を改めて知る事が出来、特に石風呂等は一度経験して

みると良いですね。 

・ 日常の暮らしでは、目にすることのない小野の歴史を勉強できま

した。 

・ 石風呂体験してみたいと思いました。貴重なお話ありがとうござ

いました。 

・ 「ふるさとを掘る」は、分かり易くて良かったです。 

・ 石風呂が多くあることが良く分かりました。古代の防府でつなが

る主要ルートなど、文化財も。 

・ 上野さんの案内で石風呂見学ツアーに行ってみたいです。非常に

興味があります。今日はありがとうございました。羽鳥さんの話

はとても良かったです。縄文時代の話も聞いてみたいです。 

・ 昔の知らない事が知れてよかったです。ありがとうございました。 

・ 上野さんが自分で足を運んで調べられていたのに感心しました。 


